
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年度（2025年度）                              

小学生すくすくウォッチ（第５・６学年）豊中市の結果分析  令和7年（２０２5年）11月 豊中市教育委員会 

 
 今年４月１６日から４月２４日にかけて実施された小学生すくすくウォッチについて、豊中市の児童のみなさんの調査結果の概要がまとまりましたので、お知らせいたします。 

●目的 

子どもたち一人ひとりが自らの強み等を知り、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力等を向上させ、これからの社会を生き抜く力を着実につける。 

 

●対象学年・参加児童数   

第５学年：豊中市 3，625人  大阪府 65，527人 

第６学年：豊中市 ３，569人  大阪府 65，229人 

 

●実施内容 

第5学年：国語・算数・理科・わくわく問題（教科横断型問題）・アンケート 

第6学年：わくわく問題（教科横断型問題）・アンケート 

 

 ●各教科・わくわく問題（教科横断型問題）の出題内容及びアンケート内容について 

  国語：言語能力・読解力の基礎となる、基礎的基本的な言葉等の理解を問う問題 

     文章に書かれている意味を正確に捉える力（リーディングスキル）をはかる問題 

  算数：関数・数と計算・図形に関する基礎的な知識技能、数学的な表現や意味理解、日常の事象を数学的に処理する技能を問う問題 

  理科：理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことや、その結果を数学的に表したり、分析したことを記述したりする問題 

  わくわく問題（教科横断型問題） 

   教科の枠を超えた日常の活動や現代的な諸課題（SDGｓ、プログラミング的思考）等をテーマにした問題 

   文章やグラフ、リーフレット等の様々な資料を題材としている。 

問題をつかみ、資料を読み取ったり思考したりして、自分の考えを表現する力を問う問題 

  アンケート 

   非認知能力である「未来に向かう力」と「好奇心」の一人ひとりの状況がわかる様々な問い方に基づく項目等 

    

豊中市キャラクター マチカネくん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

               

 

第５学年  

国語 

●文を正しく理解し、指示語の指示内容をとらえる問題（問７）や文中の助詞を正しく使う問題（問２）等については、概ね良好です。 

●文の中における修飾語と被修飾語の関係を捉えて、文の内容を正しく理解する問題（問１２（１））については、課題が見られます。 

●日常で使うローマ字を正しく書く問題（問４）についても、課題が見られます。 

※横軸は児童の正答数，

縦軸は児童の割合を

示しています。 

 

■文の中における修飾語と被修飾語の関係を捉えて、文の内容を正しく理解する問題 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題１２（１） 
 

■日常で使うローマ字を正しく書く問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題４ 

（ 

正 

答 

） 
２ 

 

〈 

解
説 

〉 
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切
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す
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（ 正 答 ）  
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こ
れ
か
ら
の
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習
に
お
い
て
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、

文
の
書
き
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固
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大
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字
と
小
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字
の
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い
分
け
を
意
識
す

る
こ
と
が
大
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で
す
。
ま
た
、IC
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グ
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練
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す
る
こ
と
も
、
ロ
ー
マ
字
を
使
い
慣

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

※準正答を含めた平均正答率

を正答率と表記しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

第５学年  

算数 

●二つの折れ線グラフから、家で飼われている犬とネコの数の差が最も大きい年と、その差を求める問題（問２（２））については、概ね良好です。 

●図形を構成する要素の位置関係に着目して、２種類の三角定規を組み合わせてつくることができる図形を考える問題（問１（３））については、課題が見られます。 

 

■図形を構成する要素の位置関係に着目して、２種類の三角定規を組み合わせてつくることができる図形を考える問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題１（３） 

〈 解説 〉 

  解答類型５の割合が多いことから、１つの図形

しかイメージできていないことが考えられます。

また、解答類型３の割合が、解答類型２、４の割

合よりも多いことから、斜辺どうしを合わせた

り、図形を回したりして、２つの三角形を組み合

わせてできる図形を想像することができなかった

ため、正三角形を見つけることができなかったと

考えられます。 

  図形の学習では、図形の構成要素に着目して図

形を捉えたり、図形の合成や分解、変形など図形

の構成についての見方を働かせたりしながら説明

することが大切です。また、実際に具体物を用い

て図形の操作をしたり、ICTを使って図形の操作

をしてみるなどすると、図形のイメージがしやす

くなります。 

※横軸は児童の正答数，

縦軸は児童の割合を

示しています。 

（ 正 答 ） 

１、２、４すべてを解答しているもの 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

               

 

 

●水が蒸発することについて理解する問題（問１（３））については、概ね良好です。 

●直列つなぎと並列つなぎについて理解する問題（問２（３）①）については、課題が見られます。 

第５学年  

理科 

※横軸は児童の正答数，

縦軸は児童の割合を

示しています。 

 

■直列つなぎと並列つなぎについて理解する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 正 答 ） 

ア 直列    イ へい列 

〈 解説 〉 

  授業で学習した「直列つなぎ」

と「へい列つなぎ」が、問題にあ

るような具体的な場面に結びつい

ていないことが考えられます。ま

た、無回答も多く、記述形式のた

め書くことをためらったことも考

えられます。 

学習指導要領では、電流の大き

さや向きと乾電池につないだ物の

様子について考えたことを、「電

流」「直列つなぎ」「並列つな

ぎ」という言葉を使用して説明す

る活動の充実を図ることが示され

ています。そのような活動をとお

して、理科で学習したことがらと

普段の生活のことがらが結びつく

ようにすることが大切です。 

課題があった問題２（３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

第６学年 わくわく問題 
 

第５学年 わくわく問題 ●わくわく問題は、第5学年と第6学

年に同一問題で実施されました。 

●第５学年は、地域で行われる防災訓

練を題材とし、論理的に思考し問題

を発見・解決していく力を問う問題

のうち、表を使って分類し情報を整

理する問題（問２（１））の正答率が

概ね良好です。 

●第６学年は、さまざまな社会的場面

で活用されている「ナッジ」を題材

として、会話の内容を適切に読み取

る力などを問う問題（問３（１））に

おいて、正答率が概ね良好です。 

●第5学年、第６学年ともに、複数の

資料の内容を読み取り、資料から気

づいたことと、より多くの人が防災

訓練に参加するためにはどうすれば

よいかを考えて提案する問題（問２

（３））については、課題が見られま

す。 

●第５学年、第６学年ともにナッジの

考えを理解したうえで、既存のアイ

デアを参考にしながら、自分なりの

アイデアを、言葉や絵を使って具体

的に説明する問題（問３（３））に

おいて、課題が見られます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

  

 

■複数の資料の内容を読み取り、資料から気づいたことと、より多くの人が防災訓練に参加するためにはどうすればよいかを考えて提案する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題２（３） 

■ナッジの考えを理解したうえで、既存のアイデアを参考にしながら、自分なりのアイデアを、言葉や絵を使って具体的に説明する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題３（３） 

（ 正答例 ） 

【願い 】教室やろうかのゴミを拾って 

捨ててほしい 

【工夫 】ゴミ箱のふたの内側に、感謝 

のメッセージを書く。 

【みんなの行動が変わる理由 】 

ふたの内側のメッセージを見て、うれし

くなって、またゴミ箱の中にゴミを捨て

ようと思うから。 

（ 正答の条件 ） 

次の条件を全て満たして解答している。 

① 【ねがい】に、みんなにしてほしいことを１つ書いている 

② 【工夫】に、その【ねがい】をかなえるためにどうするのかを書いている 

③ 【みんなの行動が変わる理由】に、なぜその【工夫】でみんなの行動が変わる 

のかを書いている 

〈 解説 〉 

類型３から、【ねがい】

は考えられたが、それに対

する工夫と理由を整理し

て、使う人の立場を考えて

提案することに慣れていな

いことが考えられます。 

アイディアを提案する場

面で、工夫と理由を分けて

図や絵や言葉で整理したり

いろいろな人の立場に立っ

て考えたりすることが大切

です。 

（ 正答例 ） 

【資料１】資料４ 

【わかることや考えられること】 

防災学習ビデオの内容が去年

と同じで、残念に思っている人が

いた。来年も同じ内容だと来年は

参加しないのではないか。 

【提案】 

来年は、防災学習ビデオの内容を

今年と違うものにする。 

（ 正答の条件 ） 

次の条件を全て満たして解答している。 

① もとにする資料を１つ以上選んでいる 

② 資料から「わかることや考えられるこ

と」を書いている 

③ 「わかることや考えられること」をも

とにして、具体的な提案を書いている 

〈 解説 〉 

複数の資料を比較し、関連付

けて考察することに慣れていな

いことや問題点を見つけて解決

策を考えたり、理由を詳しく説

明したりすることが苦手である

ことなどが考えられます。 

普段からニュースや身近な

できごとなどを話題にして、

問いを立てて考える習慣をつ

けたり、自分ならどうするか

を考える機会を持ったりする

ことが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童アンケート結果では、目標に向かって頑張る力・人と関わる力・気持ちをコントロールする力の「未来に向かう力」と「好奇心」の項目平均（当てはまる・どちらかといえ

ば当てはまるの合計）から、豊中市の特徴をまとめています。 

5年生 ６年生 

●第5学年は、気持ちをコントロールする力の「切り替え」が他の項目と比べて、大阪府より高い結果となっています。目標に向かって頑張る力の「ぶれない心」が他の項目と比べて、

低い結果となっています。 

●第６学年は、目標に向かって頑張る力の「ぶれない心」が他の項目と比べて、高い結果となっています。 

※このテスト及びアンケート結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


